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立木密度の異なるスギ人工林における葉，幹，繁殖器富への乾物分配率

稲j:][善之1.* .野口享太郎2・ 金 子 真 司1・橋本 徹1・三浦 覚1

l森林総合研究所・ 2森林総合研究所四国支所

茨城県北部のスギ人工林において間伐区と対照区を 3か所ず、つ設定し，林分のi収益比数と地上官li純一次生産と各務rl%rへの

分配率の1M]係をIlJjらかにした。地上部純一次生産速度は 6調資区間で1.911寺の援が認められた。地上部純…次生産迷皮に

対する幹，業，球来，総花への分自民主は 6調交区の平均でそれぞれ64.7%，27.3%， 3.0%， 3.0%であった。滋も小さい収泣

比数 (0.66) を示した l間伐夜では，幹への分配ネが低かった (54%) 。他の 1m伐区では収量;比数は0.74~0.80を示し，幹への分

配率がおかった (71~72%)。対照区では，収益比数は0.86~0.91を示し，幹の分配率は王子均に近い偵を示した (61~67%) 。

対照区で雄花生ilIIlitの大きい I林分をi徐外すれば，収益上と数が小さいほど雄花生産と雄花生産への分配本がil古い傾向jが認め

られた。以上の結果より，強度なIlU伐は総花生産を促進し，幹成長を抑制すると考えられたoI1又1ft!ヒ数が0.75程度になるよ

うに林分?約交を保つことによって!作成長への分配当さを高く維持しながらおF花生産の取加を抑制することできると考えられた。

Yoshiyuki Inagaki， Kyotaro Noguchi， Shinji Kaneko， Toru Hashimoto， and Satoru Miura Biomass allocation to leaves， 
stems and reproductive organs in Japan田 ecedar plantations with different stand densities. Japanese Journal of Forest Envi幽

ronment 53:23-29， 2011. 
Aboveground net primary production and its allocation to different organs w巴re巴valuatedalong the gradient of stand d巴nsityin 

three thinned and thr巴巴 controlplots at a Japanese cedar plantatio日 innorthern lbaraki Prefecture. The aboveground net primary pro-

duction rate after thinning differed 1.9-fo1d among six study p10ts. Th巴 meanbiomass al1ocations to stems， leaves， cones， and male 
flowers for the six plots were 64.7%， 27.3%， 3.0% and 3.0%， respectively. The plot with the lowest r巴lativeyield index had lower al-

location to st巴ms(54%). Two other thinned plots had high巴ral1ocation to stems (71-729も).Allocation to stems in the unthinned plots 

had interm巴diatevalu凶 (61-67%).By excluding on巴 controlplOl with high male flower production， al1ocation to male flow巴rswas 

higher wh巴E巴 therelalive yie1d index was lower. These results suggesl that strong thinning promotes al1ocation to male flow巴rsbut 

not to stems句制ldlhat stand density should be maintained al a certain level as the relative yield ind巴xis 0.75 to maintain al1ocation to 

stems and inhibit incr巴asein mal巴 flowerproduction. 

しはじめに

近年，多くの入がスギやヒノキの花粉症に悩まされており，

スギの花粉症の経済的な損失は2，860億円に速すると推定さ

れる(清野， 2002)。スギやヒノキの人工林において間伐など

の森林管理によって雄花生産を抑制することが期待されてい

るが，これまでに明確な効果は認められていない(スギ林で

は福島ら， 1996;大場， 2000;清野ら2003，ヒノキ林では

内舘・斉藤， 1993;中西ら， 2008)。スギの雄花生産には，

遺伝的な性質，環境条件，間伐の強度が影響を及ぼすと考え

られ(清野， 2002)，様々なスギ林において間伐後の雄花生産

量を正確に予測するためには'情報が不足している。一方，間

伐によって立木密度を管理することは，形質の良い木材を生

産するために重要で、あるだけでなく(安藤， 1968)，下層植生

の被覆を促進して表土流亡を抑制する効果も期待される

i甫， 2000;恩田， 2008)。したがって，森林の多面的な機能

をバランスよく発揮させる立木密度の管理方法を提示するこ

とが重要であるO

樹木は同化産物を，葉，枝，幹，根，繁殖器官などに配分

する。幹への分配率は植栽後林齢に伴って増加し，高齢林分

で再び減少する傾向を示す(安藤， 1968;大畠， 1986)。ま

*必，裕・別!iliJITiほと先CCorrespondingAlIthor) 干305-8687 つくは:'Tlr松のlJ!.1
Forestry and Forest Prodllcts Rese剖 chInstitute 

2 Shikoku Research Center. Forestry出ldForest Products Research Institllte 

(2010年 5月181:1受付， 2010ip12)1 18日受耳ID
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た，多くの樹種で，地上部純一次生産速度が高いほど幹への

分配率が大きい額肉が認められている(大畠， 1986;大島ら，

1986 ; Binkley et al.， 2004)。これらの知見より，環境条件や

林分の状況によって幹，枝などへの分配率が変化することが

示唆される。スギ，ヒノキの人工林において立木密度と幹や

繁殖器官への分配率の関係が明らかになれば，木材生産機能

を発揮しながら，雄花生産を抑制する森林管理のために有誌

な基礎的情報となる。スギ，ヒノキの人工林では間伐が雄花

生産(福島ら， 1996;大場， 2000;清野ら， 2003;中西ら，

2008) ，幹成長(竹内ら， 1975; Nishizono et al， 2008;深田

ら， 2009;宮本ら， 2009; II牙口ら， 2009;荒木ら， 2010)， 

リタ一生産へ及ぽす影響(金子ら， 1997; Inagaki et al.， 

2008 ;野口ら， 2009)が評価されているが，それぞれの器官

への分配率を問時に評価した事例は認められない。これらの

情報を統合し，開イえが地上部純一次生産速度と分配様式にど

のように影響を及ぼすかを明らかにすることが必要である。

葉の生産量ーを推定するためには， 1)ターフォールを長期的に

観測することが必要であるが，これまでにスギ林においてリ

ターフォールを用いて葉の生産量‘を推定した研究事例は極め

て少ないCCannell，1982)。また，スギ人工林において幹，枝，

繁殖器官への分配率についてはほとんど情報がない。本研究

若手本~総合研究所立地環境研究領域
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では，茨城県のスギ人工林において，流域内のスギ人工林に

対照区と関伐区をそれぞれ 3か所設置した。間伐i豆と対照

区における立木密度の差を利用して，立木密度の違いと葉，

幹，繁殖器官への分配率の関係を明らかにした。

2.調査地と方法

2. 1 調査地

本研究では茨城森林管理署北山国有林32林班ほ小班(茨城

県東茨城郡城毘1mを調査地とした(桂試験地:標高210-

270 m)。試験地に最も近いアメダス観測地点(小瀬観測所:

36
0 

36.4ノ N，140
0 

19.5' E，標高95m)における年平均気溢

は12.5
0

C，年降水量は1，339mmで、あった (1979~2000年)。

桂試験地は那珂川に流入する皇都川iの支流の源頭部に位寵す

る約2.3haの小流域試験地と試験地に隣接する林分を調査対

象とした。小流域試験地は斜面下部から斜面中部に1965年

に植栽されたスギ人工林が約 1ha分布し，斜面上部はアカ

マツを交えた落葉広葉樹二次林が分布する。本研究では流域

試験地内のスギ人工林で、間伐を実施し，試験地に隣接する同

じ林齢のスギ人工林は11[日間伐の対照肢とした。試験地内の土

壌は中古生層の堆積岩を母材とする褐色森林土で、あり(土

じよう部， 1976)，土壌表層には火山灰が混入していた。

2003年 3月に小流域試験地内の向伐実施予定のスギ林分

に3ヶ所(間伐区)，隣接する間伐を行わないスギ林分に 3

ヶ所(対照区)の15X15 mの調査涯を設置した。調査証設置

時の林齢は39年生であった。 2003年12月に小流域試験地内

のスギ人工林(1 ha)において，材積で25%の立木を伐採す

ることを目標として劣勢木を中心に伐採する間伐を実施した

(野口ら， 2009) 0 2003年12月に間伐区1， 2， 3において，

それぞれ材積で27.1%， 34.9%， 19.8%の立木を伐採した。

伐採した木は搬出せず林内に放置した。対照区を設置した隣

接するスギ人工林で、は間伐を実施しなかった。

2. 2 幹成長

調査区内の直筏10cm以上のスギについて2003年 3月に胸

高産径と樹高を測定した(2002年成長終了時)02003年11月

に樹高と胸高産径を同様に測定し，間伐実施}誌の成長量を算

出した。間伐実施後 5年が経過した2009年 2月に樹高と胸

高産授を計測した(2008年成長終了11寺)。立木幹材積表(林野

It計調諜， 1970)の関東地方の式を用いて樹高と胸高藍径か

ら材績を推定した。 )1又量比数を林野庁(1999)の数式を用い樹

高と立木密度から算出した。林分t~.積に容積重(0.318 Mg 

m -3， Fujiwara et al.， 2007)を掛け合わせて，幹現存量を算出

した。 2国の測定期間の期末に生残する個体について，幹

成長速度(gm円 2yr-1) を算出した。 2004~2008年の個体の

樹高と腕高度筏の成長については2008に生残する個体につ

いて 5年間の増加量を算出した。間伐誌と対照区では，

立木密度が大きく異なっているため，上摺木についても成長

速度を評価した。それぞれの調査区で樹高が上位15番自ま

での個体を上層木とし(667本haωl柏当)，これらの樹高と胸

高直径の増加最を算出した。間伐区 2では残存木が14個体

で、あったため，すべての倒体について算出した。

24 

2. 3 1)タ一生産

2003年 3月に上記調査法 1ヶ所につき 3偶のリタート

ラップ(関口部面積0.5m2
) を設置した。リターフォールを

2003年 6月から2008年 6月までの 5年間，原則として丹に

1度の頻度で閤収した。スギの落葉は夏場に最も少なくな

るため 7月から翌年の 6丹までを 1年間として生産量を

測定した。リターフォー1レを葉，枝，雄花，球来，その他に

分別し， 60~70oCで48時間以上乾燥し重量を ìJllJ定した。常

緑樹では，葉の現存量が一定でで、定常状態であると仮定すると，

生1産叢された葉の量と落葉量

産量を推定することがでで、きる。なお，開伐12{では，残存木の

葉の現存量が増加するため，定常状態の仮定が成り立たない。

間伐後に生産された葉は数年後に落葉するため，間伐直後の

落葉景Aから推定した葉の生産速度は過小評価となる。本研究

では，スギの葉の寿命は 4年程度とれていることから(安藤

1968) ，間伐 4 年後から 2 年間の落葉量(2006年 7 月 ~2008

年 6月)を陪伐後の葉の生産量を反映したものとして評価IIし

た。花粉が飛散した後の雄花の重量は飛散した花粉の重量に

ほぼ等しいことから(斉藤・竹岡， 1987)，落下雄花最を 2

倍してまit花生産量とした。また，種子を含む球果の重量は，

種子が落下した後の球果の1.28倍であることから(斉藤・竹

間， 1987)，落下球果量を1.28倍して球果生産量とした。ス

ギの葉，校，雄花，球果を合計したものをスギのリタ一生産

速度とした。業の分配率については間伐後の葉生産の増加を

反映した2006~2007年の値を用いた。下層植生や分別でき

ない細かいリターをその他と区分し，スギのリターからは除

外した。間伐後のスギの地上部純一次生産速度は，幹成長速

度(2004~2008年)と前述のスギリタ一生産速度を合計した

ものとした。地上部純一次生産速度に対する幹，葉，技，球

来，雄花の割合を算出した。

林分特性について対照区の乎均値に対する間伐援の平均値

の比を算出して，大まかな傾向を示した。これらより間伐に

よる立木密度の管理が，!?宇，葉，繁殖器官の生産量と分配率

に及ぼす影響を収量比数を用いて評価した。姿!週間の相関関

係はピアソン相関係数でf9Tj仰?した。

3.結果と考察

3. 1 林分特性

間伐前の2002年成長終了時には，平均樹高，平均胸荷車

径，林分材積は，それぞれ 6か所の調査区間(最大値と最小

値の比)で1.2倍， 1.2倍， 1.6倍の差が認められた(言受-1)。一

方，平均樹高，平均胸高産経，林分材積について処理区の平

均植を算出すると間伐区は対照区の1.01倍， 1.04倍， 0.92倍

で、あった。

間伐後 5年間の絢高度径と樹高の成長を表ー2に示す。す

べての個体でみると，間伐区の樹高成長は対照区の0.97倍で

ありほとんど差が認められないが，直径成長は間伐区で対照

区の1.49倍で、あった。上層木に限ると，樹高成長は間伐区で

0.89倍，直径成長は1.14倍であった。したがって， rdl伐涯に

おいては対照区と比較して，樹高成長が小さく，直径成長が



Jpn J For Environ 53 (1)， 2011 

表1.調査区の林分特性

Table 1. Stand characteristics of the study plots 

年*

Year 

対照l玄1 対照区2

Control- Control-

2 

対照I友3 前{北区 filH北区2 司{:lミ18:3 対照、区

Control- Thinned- Thinned- Thinned- Control 

3 2 3 Mean 

間i:Jと区

Thinned 

Mean 

iヒ

Thinned 

/Control 

以:!il;比数Relativeyield index 

2002 0.86 

2003 Before thinning 0.87 

2003 After thinning 0.87 

2008 0.87 

立木草程度 treedensity (trees ha-1) 

2002 1867 

2003 Before thinning 1867 

2003 After thinning 

2008 

1867 

1733 

平均総;¥1jMean tree height (m) 

2002 16.0 

2003 Before thinning 16.5 

2003 After thinning 16.5 

2008 17.6 

平均胸お佼径 MeanDBH (cm) 

2002 17.3 

17.5 

17.5 

19.2 

2003 Before thinning 

2003 After thinning 

2008 

7

7

7

0

 

8

8

8

9

 

•••• ハU

ハU

ハU
A
U

1600 

1600 

1600 

1556 

18.4 

18.6 

18.6 

20.6 

18.7 

19.0 

19.0 

20.6 

0.91 

0.91 

0.91 

0.92 

1822 

1822 

1822 

1600 

19.1 

19.4 

19.4 

21.9 

21.0 

21.3 

21.3 

24.1 

0.89 

0.90 

0.78 

0.81 

1911 

1911 

1111 

1067 

17.4 

18.1 

18.9 

20.5 

18.1 

18.5 

20.4 

23.2 

林分幹材も Stemvolume (m3 ha'l) 

2002 413 443 674 513 

2003 Before thinning 436 461 703 549 

2003 After thinning 436 461 703 400 

2008 524 581 861 532 

吋ドは生育期間終了後を示す。 DBH10 cm以上の似体について古hJWした。

0.82 

0.82 

0.66 

0.68 

1200 

1200 

622 

622 

19.2 

19.5 

20.4 

21.6 

21.0 

21.6 

24.3 

26.7 

444 

455 

296 

373 

0.83 

0.85 

0.74 

0.78 

1467 

1467 

889 

889 

17.7 

18.3 

19.2 

21.4 

20.2 

20.3 

23.6 

26.1 

444 

480 

385 

517 

持'Treeswere measured at th巴endof growing season of the year. Tr巴esover lO cm in DBH were measured. 

0.88 

0.88 

0.88 

0.90 

1763 

1763 

1763 

1630 

17.8 

18.2 

18.2 

20.0 

19.0 

19.3 

19.3 

21.3 

510 

534 

534 

656 

表一2舗 2004-2008年における樹高と胸高直径の年成長

Table 2. Annual increment of tree height and diameter at breast height from 2004 to 2008 in the study plots 

0.85 

0.86 

0.72 

0.76 

1526 

1526 

874 

859 

18.1 

18.6 

19.5 

21.2 

19.8 

20.1 

22.8 

25.3 

467 

495 

360 

474 

0.87 

0.87 

0.50 

0.53 

1.01 

1.02 

1.08 

1.06 

1.04 

1.04 

1.18 

1.19 

0.92 

0.93 

0.68 

0.72 

特性

対日吉区1 対照1K2 対日吉区3 跨伐区1 間伐区2 前伐区3 対日現区 間伐区 比

Control- Control- Control- Thinned- Thinned- Thinned- Control Thinned Thinned 

1 2 3 l 2 3 Mean Mean /Control 

全個体AlItrees*l 

個体数 trees/ 225 m2 

DBH (cm) 

Height (cm) 

HeightlDBH 

上位 15個体 15tall trees *2 

DBH (cm) 

Height (cm) 

38 

0.31 

25 

81 

0.48 

33 

34 

0.32 

37 

115 

36 

0.35 

36 

103 

24 

0.50 

29 

58 

0.62 

30 

14 

0.48 

24 

50 

0.48 

24 

HeightlDBH (cm/cm) 69 82 77 48 50 

判 DBH10 cm以上の倒体について計泌した。 *2~誠資区内の樹高仁{立151慣行本について計測した。

*lTrees over 10 cm in DBH w巴remeasured 叫 Thetop 15 tallest t1'官巴sin each study plot were measured. 

0.46 

38 

0.51 

39 

20 

0.49 

43 

88 

0.55 

45 

81 

36 

0.33 

33 

100 

19 

0.49 

32 

65 

0.54 

1.49 

0.97 

0.66 

1.14 

0.89 

0.78 

大きい傾向を示した。 )1又量比数が小さい間伐区 2では{むの

間伐涯よりも樹i完成長が小さかった。荒木ら (2010)はスギ林

において強度な間伐を実施した林分(本数で62%の間伐率)

では通常の間伐(本数で20%)と比較して樹高成長が抑制さ

れる傾向を示した。深田ら (2009)は間伐率の異なる高知県の

ヒノキ林を比)1変し，n:j伐強度が大きいほど樹i完成長が抑制さ

れる額向を示した。本研究の結果もこれらの知見と整合的で

ある。一般的には，間伐によって樹高成長は変化しないと考

えられており(安藤， 1968)，間伐後の樹高成長の低下はあま

り認識されていなし、。一部の報告で，間伐後の環境ストレス

25-
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33 

60 
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表-3.調査区の幹成長とりタ…生産

Table 3. Stem growth and Iitter production in the study plots 
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菌一1.収量比数と地上部生産の関係

Figure 1. Relationship between relative yield index and above-

ground net primary production 

収量比数はj得伐直後の2003ifの偵を示す。
C1， C2， C3は対日吉区 1，2， 3， T1， T2， T3はliU伐区 1，
を示す。
Relative yield index in 2003 is shown. 

Cl， C2， C3， Tl， T2 and T3 indicates control-l， control-2， control-3， 
thinninedぺ， thinned-2 and thinned-3 plot‘respectively. 

のに対して， 2006~2007年では0.80倍となった(表ー3)。間伐

後に樹冠が拡張して葉量が増加するが，増加した葉は数年後

に落葉するために，葉の生産量が2006~2007年で大きいと

考えられた。間伐後の林冠の閉鎖には長い持開を要する。千

葉令(2009)は林冠が閉鎖するまでの時間を立木密度と樹高成長

から予測するモデルを提案した。一例として，開伐区 2に

26-

3 

0.9 

Ry index in 2003 

2， 

によって樹高成長が抑制されることが示唆されているが(荒

木ら2010)，詳しいメカニズムは明らかでなく，今後の研究

が必要である。

3. 2 幹成長

関伐前の2003年における林分あたりの幹生産速度は 6つ

の調査区間で2.32倍の差が認められた(差是-3)。間伐前の幹成

長速度は，間伐[2<:で対照区の1.17倍であった。間伐後の 5年

間の幹成長速度は，間伐区で対照区の0.87倍であった。開伐

前の幹成長量を基準にすれば，間伐区の幹成長速度が間伐後

に約25%低下したと考えられる。この結果は，材積間伐率

(27.1 %)とほぼ同じ割合で幹成長速度が低下することを示す。

収量比数の小さい間伐毘 2で幹成長速度が小さく，収量比

数の大きい対照区 3で幹成長速度が大きかった(回一la)。そ

のほかの林分では幹成長速度はほぼ一定の値を示した。

間伐区 2では，間伐前と間伐後に幹成長速度は間伐区の

中で壮最も小さい値を示した。幹成長速度が小さい要因とし

ては，立地条件が貧栄養であることが予想される。しかし，

この林分では樹高は他の林分よりも低い傾向は認められない。

立地条件は樹高成長によって指標されると考えられているた

め(真下， 1960)，この林分における低い幹成長速度は立地条

件によっては説明できない。一方，この林分では収最比数が

他の林分よりも低い。したがって，個体あたりの幹成長速度

は高くても，立木密度が低いために林分あたりの幹成長速

度が低い水準であると考えられた。

3. 3 リタ一生産

リタ一生産量と収量比数の関係をみると(圏一1b)，対照区

3で他の林分よりも高く，残りの林分では明確な差は認め

られなかった。葉の生産量を処理肢で、比較すると，対照区に

対する間伐院の葉の生産量は2003~2007年で0.64倍で、あった
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表-4.地上部純一次生産の各器官への分配率

Table 4. Allocation of aboveground net primary production to organs 

対照区1 対照、区2 対照l玄3 間伐1R1 間伐区2 間{主区3 対照IR 間伐区 上七

Control- Control- Control- Thinned- Thinned- Thinned- Control Thinned Thinned 

2 3 2 3 Mean Mean IControl 

分配率A11ocation

幹 Stem 62.9 66.6 61.3 72.3 54.0 70.7 63.6 65.7 1.03 

策 Leaf 27.7 27.0 27.1 22.7 37.1 22.2 27.3 27.3 1.00 

本支 Branch 3.7 1.8 3.9 1.0 0.8 1.2 3.1 1.0 0.31 

球果 Cone 3.4 3.2 4.1 1.7 2.6 2.9 3.6 2.4 0.68 

雄花 Maleflower 2.3 1.4 3.6 2.2 5.5 2.9 2.4 3.5 1.48 

*楽については2006…2007年の似で算出した。

* Leaf letter production rate was calculated based on the data during 2006-2007. 

近い条件の林分(樹高成長が25cm，初期立木密度が1，400本

ha→)において30%の間伐を実施すると，再:び林起が閉鎖す

るまでに 8年を嬰すると予測される。現存量の増加が落葉

に影響するまでにはさらに数年の遅れがあるため，間伐後の

落葉増加は長期間に及ぶ。今後，長期間落葉を観iJllJすること

によって間伐後の回復過程を明らかにすることが求められる O

間伐区における枝の生産量は対照区の0_26倍と少なかった。

間伐jまでは間伐後に生産された枝がリターとして供給される

までに時間を要するために過小評価になっている。しかし，

校の生産量は地上部生産の1=1"で占める割合が小さいため， 1也

の器官の分配率の林分間の変動に及ぼす影響は小さいと考え

られた。

t~~花の生産速度は調査区間で、3.9倍の変動を示した。対照

広3を除外すれば，収量比数が小さいほど雄花生産速度は

大きい傾向を示した (r=一0_92，p < 0.03，図-ld)0 i吉野ら

(2003)は本数で約70%の間伐をした収量比数が小さい調査

区で、顕著に林分の雄花生産が大きい傾向を報告しており本研

究の結果と整合的である。これらの知見より強度な間伐をし

た立木密度の低い林分では林分あたりの雄花生産速度が増大

することが示唆される。対照i玄3は，雄花生産速度が大き

く外れ値として扱った。外れ値となった明確な理由は不明で

あるが，この調査区では純一次生産速度が高いことから，雄

花の生産量も大きいと推察された。

3. 4 分 配 率

地上部純一次生産速度は対照区 3で最も大きく，間伐区

2 で小さかった(差是-3，回 lc)。葉への分配率は22.7~37.1%，

幹への分配率は54.0~72.3% を示した(表-4)。本研究では間

伐後に生産された葉を反映するために2006~2007年の落葉

を用いて葉の分配率を計算した。間伐区において， 2003~ 

2007年の落葉で葉の分配率を言i鈴:すると 2006~2007年で計

算した値と比較して， 0.3~4.9%小さく推定された。調査区

の葉の分配率と幹の分配率には有意な負の相関関係が認めら

れた(r=一0.95，p < 0.01，図 2a)o~又量比数と葉と幹への

分配率の関係を散布図で示すと(偲1-3a，b)，収量比数の小さ

い間伐誌 2では，葉への分配率が高く (37.1%)，幹への分配

当さが低かった(54.0%)。一方で， )1又最比数が中程度 (0.74~0.

-27 
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自 3且収量比数と器官ごと分配率の関係

Figure 3. Relationship between relative yield index and alloca-

tion to different organs 

80) の間伐区では葉への分配率が低く (22.2~22.7%)，幹への

分配率が高かった (70_7~72.3%)。対照区では葉への分配率

(27.1 ~27_7%) と幹への分配率 (61.3~66_6%) は平均に近い値

を示した。これまで，斎藤ら (1968)は，ヒノキ林において間

伐区で幹への分配率が対照区よりも小さい傾向を報告した。
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図-4.地上部純一次生産と葉および幹分配率の関係

Figure 4. Relationship between aboveground net primary pro-

duction and allocation to leaves or stem 

安藤ら (1968)は，代表的な林業地のスギ人工林を比較し，低

密度で管理する地域で，校への分配率が高く，幹への分配率

が低い領向を報告した。これらの傾向は，本研究の収量比数

の小さい間伐i豆2と対照宮の比較では成り立つが， 1技量比

数がr:j:J桂度 (0.74~0.80) の間伐芭 1 と閥伐亙 3 では異なる傾

向を示す。樹種や葉の生産量の推定方法が異なることからこ

れらの研究事例から一般的な傾向を示すことは難しい。しか

し本研究では，収量比数が0.75程度の調査涯で、幹への分配

率が高く，幹への分配率を最大にする収量比数が存在する可

能性がある。

葉への分配率は，地上部純一次生産速度が大きいほど減少

し，地上告i孫In一次生産速度の大きい林分では一定の値を示す

傾向が大畠 (1986)によって報告された。この傾向は騎種ごと

に特有の値を示し，ヒノキとマツについての回帰式が示され

た。本研究の結果より，スギにおいても地上部純一次生産速

度が大きい対照区 3を除けば池上部純一次生産速度が大き

いほど葉への分配が低下し(，・ 1 ー 0.89，p口 0.04，図 4a)， 

幹への分配が増加する傾向(r 口 0.91， fJ = 0.03，図-4b)が

認められた。

雄花，球果への分配当さは地上部純一次生産の1.4~5.5% ，

1.7~4.l%を占めた(是正一 4 ，凶-3c， d)。雄花生産への分配率

は調査区間の差が大きかった。対照区 3を徐外すれば，収

量比数が小さいほど雄花への分配本が高い傾向を示した(図

3d)。また，幹への分前率が小さいほとな雄花生産への分配率

がやや大きい額向が認められた (r = -0.76， p =0.07， I週一

2b)。収量比数の小さい間伐区 2では，雄花生産への分配率

が大きく，幹成長への分配率が小さかった。樹高成長から判

断すると，この調査区の立地条件は惑いわけで、はなく，立木

密度が低いために，地上部純一次生産が小さかった。以上の

結果，立木密度が板端に低い林分では雄花生産が多く，幹へ

の分自己主事が低いので，森林管理上好ましくないと考えられた。

4.おわりに

本研究の結果より，地上部純一次生産速度と収量比数を指

標として，幹と雄花への分配率の変動を明らかにした。雄花

への分配率が高いほど幹への分配率がやや小さい傾向が認め

られた。対照区の 1林分を除外すれば， 11又量土ヒ数の小さい

林分では，雄花生産への分配率が高く幹成長への分配率が低

かった。幹成長への分配率は収量比数が0.74~0.80の林分で、

高い値を示した。 以上の結果より，収量比数が0.75程度にな

るように林分密度をある程度の水準に保つことによって，林

分の幹への分配率を高く維持しながら雄花生産の増加を抑制

することできると考えられた。
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